
≪18 春闘回答≫「正社員の待遇を下げての『格差是正』」はおかしいぞ！ 

問われる日本郵政の社会的責任 

政の経営責任を問う！ 日
本
郵
政
第
13
回
定
時
株
主
総
会
に
出
席
さ
れ
た

株
主
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
は
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

各
社
及
び
関
連
会
社
で
働
く
労
働
者
で
組
織
さ
れ
た

労
働
組
合
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
で
す 

日
本
の
雇
用
社
会
は
約
４
割
、
郵
政
は
そ
れ
以
上
の
約
５
割
が
非
正
規
雇
用
で
働
い
て
い
ま
す
。
非
正

規
と
い
う
だ
け
で
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
労
働
条
件
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
い
わ
れ

な
き
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
よ
う
な
格
差
を
是
正
し
て
い
く
こ
と
は
社
会
全
体
の

喫
緊
の
課
題
で
す
。
安
倍
政
権
が
「
働
き
方
改
革
」
を
最
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
正
社
員
と
非
正

規
社
員
と
の
格
差
是
正
を
求
め
た
労
働
契
約
法
20
条
裁
判
の
判
決
が
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
中
で
、
日
本
郵
政
は
春
闘
の
回
答
に
お
い
て
格
差
是
正
の
流
れ
に
“
水
を
差
す
”
提
案
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
（
提
案
内
容
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

◆
「
働
き
方
改
革
」
に
も
反
す
る
郵
政
の
手
法
！ 

会
社
は
、
正
社
員
の
労
働
条
件
を
引
き
下
げ
て
、
非
正
規
社
員

の
「
処
遇
改
善
」
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
郵
政
の
こ
の
手
法
は

“
正
社
員
シ
ョ
ッ
ク
”
と
し
て
女
性
週
刊
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
く
ら
い
に
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
「
処
遇
改
善
」
と
言
っ

て
も
、
一
部
の
「
改
善
」
に
過
ぎ
ず
、
内
容
も
同
一
労
働
同
一
賃

金
と
は
程
遠
い
内
容
で
す
。
「
男
女
差
別
を
禁
止
す
る
場
合
に
男
性

の
待
遇
を
引
き
下
げ
て
男
女
平
等
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
同
様
に
、
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
正
社
員
の
待
遇

を
引
き
下
げ
て
対
応
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
国
会
審
議
で
加
藤
厚
労
大
臣
が
答
弁
の
中
で
、
ま
た

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
水
町
勇
一
郎
東
大
教
授
も
著
書
の
中
で
は
っ
き

り
と
言
っ
て
い
ま
す
。
郵
政
の
手
法
は
「
働
き
方
改
革
」
の
目
的
と
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
を
検
討
す
る
企
業
に
対
し
「
悪
し
き
前
例
」
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
日
本
郵
政
の
社
会
的
な
責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
当
期
純
利
益
＋
内
部
留
保
＝
十
分
な
財
源 

職
場
で
は
一
般
職
の
社
員
か
ら
「
正
社
員
と
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」、
「
地
域

基
幹
職
と
同
じ
仕
事
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
手
当
で
差
別
さ
れ
る
の
は
納
得
で

き
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
５
月
15
日
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
２
０
２
０
」
で
は
、
「
社
員
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
環
境
の
整
備
」
が
基
本
方
針
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
春
闘
回
答
で
は
た
し
て

「
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
環
境
」
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
日
の
２
０

１
８
年
度
３
月
期
連
結
決
算
で
は
４
６
０
６
億
円
の
当
期
純
利
益
を
計
上
し
、
株
主

配
当
も
特
別
配
当
７
円
を
増
額
し
、
57
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
提
案
の
理
由
は

「
財
源
確
保
」
で
す
が
、
膨
大
な
内
部
留
保
と
合
わ
せ
て
も
非
正
規
社
員
の
処
遇
改

善
の
た
め
の
財
源
・
原
資
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 
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郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
会
社
の
春
闘
回
答
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

提
案
に
対
し
て
撤
回
を
求
め
る
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

た
ち
は
不
合
理
な
格
差
の
是
正
を
求

め
て
労
働
契
約
法
20
条
裁
判
を
た
た

か
っ
て
い
ま
す
。
東
京
、
大
阪
両
地

裁
で
勝
利
判
決
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
今
、
控
訴
審
で
の
更
な
る
勝
利

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

郵政労契法 20条裁判 地裁判決と 18春闘回答 

手当・休暇 
東京地裁 
 2017/9/14 

大阪地裁  
2018/2/21 

１８春闘回答  
2018 年 3 月 15日 

住居手当 ６割支給 10割支給 
・一般職は２０１８年１０月で廃止（経過措置１０年） 
・非正規社員には支給せず 

年末年始勤務手当 ８割支給 10割支給 
・正社員の年末部分を廃止 
・非正規社員に年始勤務手当新設（１日４，０００円） 

寒冷地手当 請求せず 請求せず 
・支給額を５０％に削減（経過措置５年） 
・非正規社員には支給せず 

隔遠地手当 請求せず 請求せず 
・支給額の削減 
・非正規社員には支給せず 

扶養手当 請求せず 10割支給 ・非正規には支給せず、正社員は継続した協議 

夏期・冬期休暇 ○ 判断せず 

・アソシエイト社員（無期雇用）に夏・冬各１日付与 
・有期の非正規社員には付与せず 
・正社員の有給休暇発給日数の見直し 

(採用初年度 15 日) 

有給の病気休暇 ○ 判断せず ・雇用契約の末日までに（無給） 

早出勤務等手当 × × ・要求に応じられない 

祝日給 × × ・要求に応じられない 

夜間特別勤務手当 × × ・要求に応じられない 

夏期年末手当（賞与） × × ・時給制契約社員の算定方式の支給係数を引き上げ 

外務業務手当 × × ・要求せず 

郵便外務業務精通手当 × × ・要求せず 
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株主のみなさん 

郵政ユニオンの均等待

遇を求めるとりくみへ

のご理解とご支援をお
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